
ヒグマによる人身事故発生状況 

 

２０２５年度  １例目 

項 目 内    容 

発生日時 令和７年（2025年）４月３日 1４時頃 

発生場所 住   所 美唄市字サンクワ美唄の山林内 

被害者情報 

居住市町村 美唄市 

年齢・性別 
被害の状況 

７６歳 男性 

負傷 

鳴り物等の 

携帯 
銃器を携帯、他の装備品は不明 

発生状況 

被害者の行動 

・事故発生当日の朝、家族に「シカ撃ちに行く」と伝えて外出。 
・シカの捕獲活動中にヒグマの襲撃を受け、14時頃事故発生現場付
近の廃棄物処分場まで自力で下山し、近くの作業員に助けを求め
る。 

・救急車両により、救急搬送。 

発生時間帯 ・13：00 ～ 14：00 
・降水量 0.0mm、風速 3.8m/s（美唄のアメダスデータ） 

加害個体 
の特徴 

行動形態 不明 

痕跡 ・現地調査において、現場の遺留品から試料を採取。 

逃避行動等 不明 

対応状況 

加害個体への 

対応 

・事故現場付近への箱わな設置を検討したが、設置及び巡視におけ
る危険性を考慮し、設置を断念。 

注意喚起等の

対応 

・事故現場につながる道路を閉鎖し、その付近で注意喚起を実施。 

・事故発生を受け、当日中に Yahoo!防災速報で注意喚起したほか、

美唄市と調整の上、「ヒグマ注意報」を発出。 

・5/3までを注意報の期間としていたところ、加害個体の捕獲が確

認されず、また、春のヒグマ注意特別期間中であったことから、

市の要求を踏まえ、5/31まで注意報を延長。 

その他  

 

  



ヒグマによる人身事故発生状況 

 

２０２５年度  ２例目 

項 目 内    容 

発生日時 令和７年（2025年）７月 12日 ２時 49分 

発生場所 住   所 福島町字三岳 90-11（付近の民家敷地内） 

被害者情報 

居住市町村 福島町 

年齢・性別 
被害の状況 

52歳・男性 

死亡 

鳴り物等の 
携帯 ・なし 

発生状況 
（聞き取り等
による想定） 

被害者の 
行動 

・事故当日の未明、新聞配達のため、自転車で町内の自宅を出発。 

・4：40頃、草藪に横たわっているところを救助され、警察が現場で

死亡を確認。 

発生時間帯 
の天候 

・2：00 ～ 3：00 

・降水量 0.0mm、風速 5.4m/s（松前のアメダスデータ） 

加害個体 
の特徴 

行動形態 

・町内複数地点でごみ置き場やコンポストを荒らしていた痕跡を確認。 

・DNA分析の結果、R3年度に福島町で発生した人身事故の加害個体

であると判明し、過去に人を襲撃した経験を持っていた。 

痕跡 

・被害者の着衣から体毛等を採取したほか、現地調査において、複数の

出没現場からヒグマの体毛を採取。 

・7/18に捕獲されたヒグマから体毛等の試料を採取。 

→ DNA分析の結果、すべて同一かつ捕獲個体のものと判明。 

逃避行動等 

・襲撃当時、被害者を連れ去り、付近の草藪に確保する行動をとり、そ

の後、草藪から逃走。 

・襲撃日以降も町内のごみ置き場を中心に出没を繰り返したことから、

ごみに強く執着していたことが想定される。 

・7/18未明、町内の住宅付近の草藪に出没。 

対応状況 

捕獲等の 
対応 

・町内に箱わなを複数基設置したほか、侵入防止策として、複数箇所に

電気柵及び自動撮影カメラを設置。 

・ヒグマが身を隠すことができる草藪の刈払いを実施。 

・7/18未明、警察官職務執行法に基づき、銃器により捕獲。 

・捕獲個体：（性別）オス（体長）208cm（体重）218kg 

注意喚起等 
の対応 

・7/12「ヒグマ警報」を発出（制度設計以降初）。 

・7/19 加害個体が捕獲されたことを受け「ヒグマ注意報」に変更。 

・市街地周辺でヒグマ出没情報があった際は、SNS及び Yahoo!防災

速報により注意喚起。 

・関係期間による 24時間体制のパトロールを実施。 

・防災無線で出没情報等の他、ごみの適正管理などの注意喚起。 

・町内の学校に通う児童生徒の保護者に対し、登下校時の送迎を依頼。 

その他 
・7/9（事故発生前） 福島町内で３件のヒグマ出没情報があり、翌 10日に Yahoo!

防災速報を発出して注意喚起。 

 

  



ヒグマによる人身事故発生状況 

 

２０２５年度  ３例目 

項 目 内    容 

発生日時 令和７年（2025年）8月 14日 11時頃 

発生場所 住   所 斜里町遠音別村（羅臼岳登山道） 

被害者情報 

居住市町村 東京都 

年齢・性別 
被害の状況 

26歳・男性 

死亡 

鳴り物等の 
携帯 

・クマ鈴を携帯。 

・クマスプレーは携行していなかったとみられる。 

発生状況 
（聞き取り等
による想定） 

被害者の 
行動 

・被害者と同行者 1名の計 2名は、岩尾別温泉に向かって下山してお

り、被害者は同行者から離れ、事故直前まで、先行して単独で走って

いた。 

・被害者が加害個体と遭遇したと思われる地点は、登山道が頂上から見

てカーブしており、見通しが悪く、道幅は狭かった。 

・8/15の現地捜索において、事故発生現場付近の林内で、加害個体と

共に発見され救助。搬送先の病院で死亡を確認。 

発生時間帯 
の天候 

・11：00時点。天気は曇り。 

・降水量 0.0mm、風速 0.5m/ｓ（北風）（宇登呂のアメダスデータ） 

加害個体 
の特徴 

行動形態 ・子グマ２頭を連れたメス。 

痕跡 

・被害者の着衣から体毛及び唾液を採取 

・８/15に捕獲されたヒグマ３個体から肝臓等の試料を採取。 

→ 分析の結果、被害者着衣の試料から得られた DNAと捕獲個体

（親グマ）の肝臓から得られたDNAが一致。 

逃避行動等 ・不明 

対応状況 

捕獲等の 
対応 

・8/15の現地捜索において、メス 1頭とその子２頭を捕獲。 

・捕獲個体：（性別）親グマ：メス、子グマ：メス、オス 

（体長）親グマ 140cm、子グマ 72cm（メス）71cm（オス） 

（体重）親グマ 117kg、子グマ 17kg（メス・オスとも） 

注意喚起等 
の対応 

・8/12 知床財団HPで羅臼岳登山道で発生したヒグマ接近事案を情

報発信するとともに注意喚起実施。各登山口に注意喚起看板を設置。 

・8/13 関係者で羅臼岳周辺の登山道パトロール実施。登山客に声掛

け、注意喚起を実施。 

・事故発生後、羅臼岳に通じる登山口を全て閉鎖。 

・羅臼岳の登山客を救助。 

・8/14～9/13「ヒグマ注意報」発出。 

・斜里町及び羅臼町がエリアメール及び防災無線で注意喚起。 

その他 
 

 

 

 

  



ヒグマによる人身事故発生状況 

 

２０２５年度  4例目 

項 目 内    容 

発生日時 令和７年（2025年）9月 26日 19時 50分頃 

発生場所 住   所 札幌市西区平和２条 10丁目（平和丘陵公園） 

被害者情報 

居住市町村 札幌市 

年齢・性別 
被害の状況 

43歳・男性 

負傷 

鳴り物等の 
携帯 なし 

発生状況 
（聞き取り等
による想定） 

被害者の 
行動 

・被害者がイヌの散歩中に公園を横切ろうとした際に親子グマと遭遇。 

・親グマが被害者に向かって走ってきた後、覆い被さる形になり、抵抗

しようと身体を動かしたところ、親グマが離れ逃走。 

発生時間帯 
の天候 

・２０：00時点。天気は晴れ。 

・降水量 0.0mm、風速 0.4m/ｓ（南風）（札幌のアメダスデータ） 

加害個体 
の特徴 

行動形態 

・１頭の子連れ。親グマは立ち上がった状態で被害者より大きい、頭の

位置が地上 90cm。 

・子グマの大きさは連れていたイヌより二回りほど大きい。 

痕跡 

・公園内にあった 5個の糞試料について分析したところ、いずれも同一

のメス由来であった。 

・遺伝子情報と照合したところ、2015年に砥石山に設置されたヘア･

トラップで採取された体毛から識別されたメスの個体と遺伝子型が一

致した。 

逃避行動等 山方向に逃走 

対応状況 

捕獲等の 
対応 捕獲作業を継続。 

注意喚起等 
の対応 

・公園を閉鎖すると共に、山側に電気柵を設置 

・当面の間、当該地域を警ら対象とし、特に登下校時間を重点的に、パ

トカー巡回を行う 

・札幌市は、登下校時間を中心に、車で巡回を実施 

・9/26～10/25札幌市西区一円に「ヒグマ警報」発出（後に 11/25

まで延長） 

その他 
 

 

 

  



 

ヒグマによる人身事故発生状況 

 

２０２５年度  5例目 

項 目 内    容 

発生日時 令和７年（2025年）10月 4日 ９時半頃 

発生場所 住   所 小樽市桃内 

被害者情報① 

居住市町村 小樽市 

年齢・性別 
被害の状況 

68歳・男性 

負傷 

鳴り物等の 
携帯 ・銃及びナイフを携帯。 

被害者情報② 

居住市町村 小樽市 

年齢・性別 
被害の状況 

75歳・男性 

負傷 

鳴り物等の 
携帯 ・銃及びナイフを携帯。 

発生状況 
（聞き取り等
による想定） 

被害者の 
行動 

・エゾシカ用くくりわなを見回り中、ヒグマの錯誤捕獲が発覚。 

・応援を要請し、2名で現場へ向かい、止め刺しのため発砲したとこ

ろ、わなのワイヤーが切れ、2名が襲撃をうけた。 

・襲撃後の更なる発砲により、ヒグマは絶命。 

発生時間帯 
の天候 

・10：00時点。 

・降水量 0.0mm、風速 1.０m/s（北風）（小樽のアメダスデータ） 

加害個体 
の特徴 

行動形態 エゾシカのくくりわなに錯誤捕獲されていた 

痕跡 加害個体から各種試料を採取 

逃避行動等 被害者を攻撃 

対応状況 
捕獲等の 
対応 捕獲従事者により捕獲。 

その他 

・再発防止策として、ヒグマが利用する場所、環境、季節では、くくりわな以外の 

捕獲方法を検討することで、錯誤捕獲の発生を未然に防止することが重要である。 

 

 


